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論
題
の

時
代
的
説
明
を
し

な

け
れ

ぽ

な

ら

な
い

。

例

え

ぽ
、

常

盤

大

定
博
士

は
、

中
国
仏
教

史
の

時
代
区
分
を

伝
訳
時
期
〔

前
漢
末

、

至

東

晋
道
安
（

前
ニ

ー
紀
元
四
〇
〇
）

〕

研
究

時
期

〔

東
晋
羅
什

、

至

南
北

朝
末

（

四

〇
〇
ー

五
八

〇
）

〕

建
設
時
期
〔

隋
初

、

至

唐
玄
宗
（

五

八

〇
ー

七
五

〇
）

〕

実
行
時
期
〔

唐
玄

宗
、

至

北

宋
末
（

七
五

〇
ー
一
一

二

〇
）

〕

継
紹
時
期

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

1
）

〔

南
宋

、

至

清
末
（

一

＝
一

〇
ー
→

九
一

〇
）

〕

と

さ

れ
る

。

こ

の

中
の

建

設
時

代
と
は
、

天
台
智

顕
（

五

三

八

−
五

九
七
）

が

『

摩
訶
止
観
』

等
の

三

大
部
を

著
わ

し
、

ま
た

吉

蔵
（

五

四

九

−
六

二

三
）

が
三

論
学
を

大

成

し

た

時
期
で

あ
り
、

中
国

仏
教
史
上

に

偉
大
な
足

跡
を

残
し

、

後
代
へ

の

影
響
も
少
な
か

ら

ぬ

も
の

が

あ
る

。

一

方
、

禅
宗
の

淵
源
も
こ

の

時

期
を

前
後
し

て

求
め

ら

れ
る

。

南
北
朝
よ

り
、

達
磨
系
の

禅
は

、

道
信

（

五
八

〇
1

六

五
「
）

弘
忍

（

六

〇
】

i
六

七
四
）

の

東
山
法

門
、

神
秀

（

六

〇
六

1
七

〇
六
）

慧
能

（

六

三

八

−
七

二
二
）

の

南
北
二

宗
、

法
融

（

五
九

四

−
六

五

七
）

を

祖
と

す
る

牛
頭

法
門

、

無
住
（

七
一

四

−
七
七

四
）

一

派
の

保
唐
宗
等
の

禅
の

系
譜
が

徐
々

に

形

を

整
え

て

い

く
時
期
で

あ

る
。

ま
た

、

中
国
文

学
史
で

は
、

唐
代
を
初
唐
（

六
一

八

−
七

〇
〇
）

盛

唐
（

七

〇
〇
1

七
五

〇
）

中
唐
（

七
五

〇
1

八

〇

〇
）

晩

唐
（

八

〇
〇
i

九

　

　
　
　
　

　
　
　

　
（

2
）

〇
七
）

の

四

期
に

区
分
す

る
。

本

論
で

は
、

慧
能
没
前
後
頃
ま
で

を

唐

代
初
期
と

規
定

す
る

。

こ

の

時
期
に

当
っ

て

他
の

学
者

、

禅
者
に

伍
し

て
ユ

ニ

ー

ク

な

禅
観
を

唱

え
た

永
嘉
の

玄
覚
（

六
六

五

ー
七
一

三
）

が
い

る
。

唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
と

は
、

彼
の

思
想
と

そ
の

周

辺
を

言
わ

ん

と
し

た

も
の

で

あ
る

。

　
初
期
禅
宗
史
研
究
に

於
い

て

は

様
々

な

困

難
な

問
題
が

あ
る

が
、

そ

の
一

に

は

資
料
が

語
る

史
実
性
を
認
定
す

る

作
業
が

あ
る

。

高
雄

義
堅

博
士

が
、

「

禅
の

南
北
両

宗

に

就
て

（

上
）
」

（

竜
大
論
叢
二

八

三
）

と

い

う

論
文
に

「

仏
教
の

史
的
研

究
中
で

禅
の

史
実
に

関
す
る

研
究
が

従
来

最

も
難
関
の
「

つ

と

さ
れ
て

お

る
。

そ

れ
は

此
等
に

関
す

る

記
録
の

多

く
が
余
り
に

架
空
的
で

あ

り
、

非
歴
史
的

な

要
素
を
多
量

に

含
ん

で

居
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こ

と

と
、

諸
種
の

記
録
の

間
に

矛

盾
撞

着
の

多
い

為
で

あ
っ

て
、

殊

に

達
磨
の

伝
記
の

如
き
は

、

此
種
の

難
渋
な

も
の

の

至

極
と
せ

ら

れ
、

（

中
略
）

六

祖
慧
能
と

神
秀
と

の

所
謂
南
北
二

宗
分

立
の

如

き

も
、

亦

此
種
の

難
解
の
一

た
る

を

失
は

な
い

。

L

と

言

わ

れ
る

如
く
で

あ

る
。

そ
し

て
、

初
期

禅
宗

史
の

研
究
は

、

大
概
達
摩
を

始
め

、

東
山

法
門

、

牛
頭
法

門、

南

北
二

宗
、

保
唐
宗
等
の

禅
宗
灯

史
の

表
舞
台
に

登

場

す

る

人
々

、

即
ち

多
少
な

り
と

も
一

派

を

形
成

し

そ
の

法
門
上
の

系
譜
を

確
立
し

た

禅
者
た

ち

に

研

究
の

目
が

注
が

れ
て

き
た

よ

う

に

思

わ

れ

る
。

そ
こ

で
、

本

論
で

は

唐
代
初
期
に

慧
能
や

神
秀
と

時
を

同
じ

く
し

た
一

禅
者
で

あ
り

、

自
ら
の

確
か

な

著
述
を

残
し

た

玄
覚
の

禅
観
の

内

容
を、

『

永
嘉
集
』

の

解
釈
を

通
し

て

解
明
し

、

そ
の

作
業
を

進
め

る

過
程
で

当

時
の

禅
観
思
想
一

般
に

も
考
え
を

及
ぼ

そ

う

と

す
る

も
の

で

あ
る

。

　

玄
覚
と

彼
の

著
わ

し

た

『

永
嘉
集
』

が

時
代
的
に

確
定
出
来
る

も
の

で

あ
る

と

す
る

な
ら

ば
、

彼
が

見
聞
し

た

当
時
流
行
の

思
想

も
時

代
的

に

推
定
出
来
る

わ

け
で

あ
り

、

ま

た

そ
れ

ら
の

諸
思
想
が

反
映
し

て

い

る

で

あ
ろ

う

『

永
嘉
集
』

の

文
々

句
々

の

間
に

当
時
の

実
際
の

仏
教
思

想
界
の

状
勢
を

読
み

取
る

こ

と

も

可

能
で

あ
ろ

う
。

玄
覚
と

天
台
思
想

と

の

関
連
は

、

既
に

指
適
さ

れ
て

い

る

が
、

彼
の

禅
的
な

も
の

の

背
景

に

つ

い

て

は

ま

だ

明

ら
か

に

さ

れ

得
な
い

と
こ

ろ
が

あ
る
よ

う
に

思
え

る
。

以
下

、

『

永
嘉
集
』

　
に

於
け
る

天
台
的

な

も
の

、

禅
的
な
も
の

と

言
わ

れ
る

内
容
の

検
討
を

試
み

る
。

唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

　

初
め

に
、

玄
覚
の

行
状
を

簡
単
に

述
べ

る

な
ら

ば
、

玄
覚
は

淅
江
省

温
州

府
永
嘉
県
の

人
で

、

俗
姓
は

戴
氏

、

字
は

明

道
と
い

う
。

『

祖
堂

集
』

巻
三

で

道
明

と
い

う
。

『

宋
高
僧
伝
』

巻
八

に

「

総
角
出
家
齠

年

（

3）
剃
髪
」

と

い

い
、

『

無
相
大
師
行
状
』

『

景
徳
伝
灯
録
』

巻
五

『

仏
祖
歴

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

4
）

代
通

載
』

巻
十
三

等
に

は

「

丱
歳
出
家
」

と
い

う

が
、

総
角

、

齠
年

、

丱
才
は

乳
歯
の

生

え

変
る

幻
年
時
を

い

い
、

ほ

ぼ
七
・

八

歳
の

頃
と

さ

れ
る

。

そ
の

頃
、

出

家

し

た

後
、

博
く
三

蔵
に

通
じ

、

特
に

天
台
止

観

　

　

　

　

　
　
　
　
　
（

5
）

　

　

　
　
　
　
　
（
6
）

に

精
通

し
て

い

た

と

言

お

れ
、

温
州
の

竜
興

寺
に

住
し

て

自

ら

禅
庵
を

構
え
て

常
に

禅
観
を

修
め

て

い

た

と

言
わ

れ
る

。

玄
覚
と

天

台
学
と

の

関
係
に
つ

い

て

の

記

事
は

、

そ
れ

を

伝

え
る

も
の

と
そ

う
で

な
い

も
の

が

あ

る
。

伝
え
て

い

る

も
の

に

は

『

無
相

大
師
行
状
』

『

景
徳
伝

灯

録
』

『

釈
門

正

統
』

『

仏
祖
統
紀
』

『

仏
祖
歴
代
通

載
』

『

六

祖
檀
経
』

の

各

伝
で

あ

り
、

『

宋
高
僧
伝
』

『

祖
堂

集
』

に

は

そ
の

記
述
が

な
い

。

こ

れ

は
、

後
の

二

書
の

編
者
が

そ
の

事
実
を

知
ら

な
か

っ

た

か
、

あ
る
い

は

そ
の

事
実
自
体
が

な
か

っ

た

か
、

ど

ち

ら
と

も
言

え

な

い

が
、

『

宋
高

僧
伝
』

『

祖
堂

集
』

が

他
の

伝
記

資
料
に

比
べ

て

成
立

年
代
が

古
い

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

そ

れ

に

触
れ
て

い

な
い

の

は

玄

覚
と

天

台

学
と

の

関

係
に

若
干
の

疑
問
の

残

る

と
こ

ろ

で

あ
る

。

玄
覚
に

天

台
学
と

を

関

係

づ

け

た

現
存
の

伝
記
資
料
の

う

ち

で

早
い

時
期
の

も

の

は
、

『

景
徳
伝

灯
録
』

と

楊
億
の

『

無
相
大
師
行
状
』

で

あ
ろ

う
。

そ
し

て

『

仏

祖
統

二

二

九

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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唐
代

初
期
の

禅
観
思

想
（

仙
石
）

紀
』

『

仏
祖
歴
代
通

載
』

等
は

、

こ

の

『

景
徳
伝
灯
録
』

を

資
料
と
し

て

用
い

た

と
も
思

わ

れ
る

。

道
原
が
『

景
徳
伝
灯
録
』

三

〇
巻
を

撰
し

た

時

（

一

〇
〇
四
）

、

詔

に

よ

り

楊
億

（

九
七
三

i
一

〇
二

〇
）

が

刊
行
に

　
　
　
　
　
　
　

　

（

7
）

関
与
し

た

と

さ
れ

る

こ

と
か

ら
、

玄
覚
の

伝
記
を
作
成
す
る

時
に

互
い

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
（

8）

に

資
料
の

交
換
が

あ
っ

た

と

想
像
さ

れ

る
。

　
こ

の

玄

覚
と
天

台
学
と
の

関
係
の

史
実
性
に

つ

い

て

で

あ

る

が
、

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

（
9

）

『

宋
高
僧
伝
』

に

「一．一

人
有
師
」

と
い

う
。

こ

れ
を
玄

覚
に

は

三

人
の

師
と

す
る

人

物
が

い

た

と

解
釈
す
れ

ぽ
、

そ
の

中
に

天

台
の

僧
も
い

た

と

考
え
ら

な

く
も
な
い

。

ま

た

後
に

述
べ

る

よ

う

に

『

永
嘉
集
』

本
文

の

内
容
か

ら

天
台
の

影
響
を
見
て

と

れ
る

し
、

さ

ら
に

『

永
嘉
集
』

の

中
に

玄

朗
か

ら

の

書
簡
に

対
え

る

玄

覚
の

返
書
の

最
後
に

『

不

宣
、

同

　

（
10
）

友
玄

覚
」

と

あ
り
、

こ

れ

を
積
極
的
な

意
味
で

同

門
の

友
と

い

う
よ

う

に

解
釈
す
る

な
ら
ば

、

や
は

り

玄

覚
は

玄

朗
と

共
に

天

台
の

門
庭
に

学

ん

だ
の

で

あ
ろ

う
。

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

11
）

　
『

祖
堂
集
』

『

宋
高
僧
伝
』

で

は
、

玄
覚
は

東
陽
の

策

弾
師
と

い

う

人

物
や

姉
の

勧
め

に

よ
っ

て

諸
方
を

巡
歴
し

道
を

詢
ね

、

三
一

才
の

時
、

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

12
）

慧
能
（

五

八

歳
）

に

参
じ

悟
る

と
こ

ろ
が

あ
っ

た

と

さ

れ

る
。

慧
能
は

玄

　
　
　
　
　
　（
13
）

覚
を
一

宿
さ

せ

た

と
い

い
、

一

宿
覚
の

名
の

由
来
は

こ

こ

に

あ
る

と
い

う
。

『

宋
高

僧
伝
』

に

は

慧
能
に

参
ず
る

以

前
に

神

秀
の

門
を

も

訪

ね

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
（

14
）

て

法

を

問
う

た

と

も
伝
え
る

。

『

景
徳
伝

灯
銀
』

等
に

は
、

玄
覚
は

、

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

（

15
）

玄
朗
の

激

励

を

受
け
て

慧
能
に

参
じ

た

と

云

え
る

。

玄

覚
と

玄

朗
と
が

同
門
で

あ
れ

ば
、

こ

れ

も
ま

た

頷
け
る

。

『

永
嘉
集
』

の

勧
友
人
書
に

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
二

三

〇

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

（

16
）

「

応

当
博
問
先
知、

伏

膺
誠
懇
」

と
い

う

下
り

が

あ
る

が
、

玄
覚
は

こ

れ

を

実
践
し

て

い

た

の

で

あ

る
。

た

だ

玄
朗
が

激
励
し

て

云
々

の

記
事

が
、

『

景
徳
伝
灯
録
』

以
後
に

見
ら

れ
る

の

は
、

こ

の

時
期
を
前

後
し

て

趙
宋
天

台
に

於
け
る

『

永
嘉
集
』

に

対
す
る

評
価
が

高
ま
っ

た

こ

と

が

遠
囚
と

な
っ

て

い

る

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

天

台
の

側
に

は
、

玄

朗

と

玄

覚
と
の

結
び

着
き
を

強
調
せ

ん

と
し

た

空
気
が

あ
っ

た

か

に

思
わ

れ
る

。

　
『

林
間

録
』

巻
上

に

は
、

玄
覚
は

『

維
摩
経
』

を

見
て

仏
心

宗
を
悟

り
、

六

祖
慧
能
の

も
と
へ

往
っ

て

そ
の

宗
旨
を

定

め

た
い

と

思
う
と

云

　
　
　
（
17
）

っ

た

と

伝
え

、

霊

巌
註
『

証
道
歌
』

後
序
に

は

「

一

日

閲
大
般
若
経

、

　
　
　
　
　
　

　

（

18
）

谿
然

大
悟
遂
往
見
六

祖
」

と
い

い
、

ま

た

『

釈
門
正

統
』

巻
八

に

は

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

19
）

「

因
7

覧
二

涅
槃
一

洞
明
二

鈔
旨一

復
往
二

曹
渓一

印
二

其
所
証
こ
と
い

い
、

『

聯

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（

20
）

灯
会
要
』

巻
三

に

は

「

因
看

維
摩
経、

発
明
心

地
」

と

い

う
。

『

六

祖

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

21
）

檀
経
』

も
ま

た

『

維
摩
経
』

を

看
て

心

地

を

発
明

し

た

と

伝
え
る

。

玄

覚
が

『

維
摩
経
』

『

涅
槃
経
』

『

般
若
経
』

の

い

ず
れ
の

経

典

に

因

っ

て
、

そ
の

心
地

を

開
明
し

得
た
か

は

俄
に

は

判
断
し

か

ね

る

が
、

『

永

嘉
集
』

本
文
に

度
々

『

維
摩
経
』

を
引
用
し

て

い

る

の

は

事
実
で

あ
る

。

　

『

宋
高
僧
伝
』

で

は
、

慧
能
の

も
と

を

去
っ

て
、

温
州
の

竜
興

寺
に

帰
り、

先
天
二

年
（

七

二
二

）

十
月

七

日
、

四

十
九
歳
で

竜
興
別
院
に

於

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

（

22
）

い

て

端
坐

入

定
し

た

と

伝
え

る
。

後
に

括

州
（

淅
江
省
処
州
）

の

太

守
の

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

23
）

李
北

海
畠
が

玄

覚
の

行
録
を

碑
文

に

刻

し

神
道
と

号

し
た

と

さ

れ
る

。

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

24
）

勅
諡

さ

れ
て

無
相
大

師
と
い

い
、

塔
名
を

浄
光
と
い

う
。

宋
代
淳
化
年
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中
（

九
九
〇
1
九
九
四
）

に

は

太

宗
が

詔
し

て

龕

塔
を
重
修
し

た

と

さ

れ

（

25）
る

。

彼
の

寂
年
に

つ

い

て

も

諸
説
が

あ
る

が
、

こ

こ

で

は

『

宋
高
僧
伝
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（

26
）

の

「

先
天
二

年
十
月

十

七

日
、

春
秋
四

十

九
」

の

説
に

従
う

。

　
玄
覚
に

は

『

永

嘉
集
』

の

他

に

『

証
道

歌
』

が

あ
る

と

さ

れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

27
）

『

証
道
歌
』

の

真

偽
問
題
に

つ

い

て

も
諸
説
が

あ
る

。

こ

の

問
題
は

玄

覚
の

思
想
を

把
握
す
る

上

で

見
過
せ

な
い

が
、

現
時
点
で

は

確

証
を

得

る

に

至
っ

て

い

な
い

。

た

だ

現
在
流

布
し

て

い

る

『

証
道
歌
』

は
、

玄

覚
の

原

作
と

す
る

に

は

疑
わ
し

い

点
が

存
す
る

と

言
い

得
る

。

今
は

、

こ

の

『

証
道
歌
』

の

問
題
に
つ

い

て

は

保
留
す
る

。

　

さ
て

、

『

永
嘉
集
』

で

あ
る

が
、

そ
の

成
立
の

因
縁
は

、

魏
静
の

序

文
に

「

静
往
因
二

薄

宦
→

親
承
接
足

、

恨
未
尽
於
方

寸
、

俄
赴
京
畿

、

自
爾
已

来、

幽
冥
遽
隔

、

永
慨
玄
眸

、

積
翳
忽
喪
金

鉚、

欲
海

洪
濤、

邏

沈
智
橄

、

遺
文

尚
在

、

龕
室
寂

寥
、

鳴
呼
哀
哉

、

痛
纒
心

腑
、

所
差

一

力
眼
滅

、

七

衆
何
依

、

徳
音
無
聞

、

遠

増
悽
感

、

大
師
在
生
、

凡
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

28
）

宣
紀、

総
有
十
篇、

集
為
一

巻
」

と

あ
る

。

そ
の

成

立

は

玄
覚
滅
後
間

も

な

く
で

あ
る

と

推
察
出
来
る

。

　

こ

の

『

永

嘉
集
』

は
、

螺
渓
義
寂
（

九
一

九
−
九
八

六
）

が

海
外
に

天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（

29
）

台
典
籍
を
求

め

る

等
の

趙
宋
天

台
復
興
の
一

因
と

な
っ

た

こ

と
で

夙

に

有

名
で

あ
る

が
、

同

じ

く
宋
代
の

天
台
学
者
神
智
従
義
（

一

〇
四
二

i
一

〇
九
一
）

は
、

『

法
華
三

大
部
補
注
』

巻
十
一

に

「

永
嘉
集
全

用
二

天

台

唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

（

30
）

円
頓
法
→

而
不
匕

言
二

天

台一

豈
不
二

奪
γ

他
成
τ

己
」

と
い

い
、

ま

た

大
石

志

盤
は

『

仏
祖
統
紀
』

巻
十
に

「

真
覚
伝
中

、

称
三

左

渓
激
励
遂
謁
二

曹

渓
→

而
又
言
ノ

精
二

於
天
台
止
観
之

道
噛

是
知
同
学
二

於
天

宮一

無
二

可
〆

疑

者
（

況
永
嘉
集
中
全

用
二

止

観
遮
照
之
旨
一

至
〆

此
当
二

益

信
→

是
宜
下

繋
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

31
）

之
天

宮一
用

見
中

師
授
之
意
上
」

と
い

う
。

さ

ら

に

少
し

時
代
は

下

る

が
、

明
の

幽
渓
伝
灯
（

一

五

五

四

−
一

六

二

七
）

は
、

『

永

嘉
集
』

を

改
編
し

註
を

附
し

た

『

永
嘉
禅
宗

集
註
』

の

序
に

、

従
来
の

魏
静
の

編
集
を

改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（

32
）

め

た

理
由

を
六

の

観
点
か

ら
明

ら

か

に

す
る

。

そ
の

主

旨
を

簡
潔
に

言

う

な

ら
ば

、

伝
灯
は

止
観
思
想
を

『

永
嘉
集
』

の

思

想
的
基
盤
と

考
え

た
の

で
、

『

永
嘉
集
』

の

組
織
綱
格
は

『

摩
訶

止

観
』

の

そ
れ
に

做
わ

な

け

れ
ぽ

な
ら

な
い

と

し
、

改

編
を

試

み

た

の

で

あ

る
。

換
言
す

れ

ば
、

伝
灯
は

『

永

嘉
集
』

を

天

台
観
心

門
の

範
疇
の

中
で

捉
え
て

い

た

と
い

う
こ

と
で

あ

ろ

う
。

　

天

台
の

学

者
か

ら

右
の

如
く
評
価
さ

れ
て

い

た

玄
覚
の

『

永
嘉
集
』

に

説
か

れ

る

思
想
内
容
と
は

、

実
際
ど
の

よ

う

な

も
の

で

あ

る

の

か
。

玄
覚
が

全
く
の

天

台
教

学
の

追
随
者
で

あ
っ

た

と
い

う
わ

け
で

は

な
い

で

あ
ろ

う
。

『

宋
高
僧
伝
』

等
に

伝
え

ら
れ

る

如
く

、

神

秀
あ
る

い

は

慧
能
を

訪
ね
た

と

す
れ
ば

、

ま

た

当
時
の

禅
者
た

ち

と

何
ら
か

の

交
渉

を
持
ち

得
た

と

す
れ
ば

、

『

永
嘉
集
』

の

思
想
の

理

解
の

た

め

に

は

初

期
禅
宗
の

思
想
と
の

関

連
を

も

見
て

い

か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

ニ
ゴ

ニ
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唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

　
　
　
　
　
四

先
ず

、

『

永
嘉
集
』

に

及
ぼ

せ

る

天

台
止

観
思
想
の

影
響
に

つ

い

て

述

べ

る
。

『

永

嘉
集
』

は

十

篇
よ

り

成
る

が
、

そ
こ

に

説
か

れ
る

禅
観
思

想
を

解
朋

す
る

意
味
で

、

第
四

章

奢
摩
他
頌

、

第
六

章
毘

婆
舎
那
頌
、

第
六

章
優
畢
叉

頌
の

三

は

重
要
で

あ
る

。

中
で

も

第
六

章
優
畢
叉
頌
に

説
か

れ
る

「

観
心

十
門
」

の
一

段
は

、

『

永

嘉
集
』

全
篇
を

貫
く

実
践

原
理
の．
要
約
で

あ
り

、

『

永
嘉
集
』

全
篇
は

、

こ

の

「

観
心

十
門
」

を

敷
衍
し

た

も
の

で

あ
る

と

言

え
る

。

　
こ

の

　
「

観
心
十
門
」

　
の

重

要
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（

33）

は
、

『

景
徳

伝

灯
録
』

に

そ
の

全

文
を
引
き

、

ま

た

『

仏
祖
歴

代
通

載
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
oooo

　

　

　
　

　

　

（

訓
）

に

は

「

又
著
二

禅
宗
悟
修

円

旨
十
篇
及
観
心

十
門
哨

並

盛

伝
二

于
世一
」

と

い

う

如
く
宛
も
「

観
心

十
門
」

が

独
立
し

て

流
布
し

て

い

た

か

の

よ

う

で

あ
る

こ

と
か

ら

も

察
せ

ら

れ
る

。

　

玄
覚
は

、

奢
摩
他

、

毘

婆
舎
那

、

優
畢
叉
の

三

者
の

関
係

を

説
い

て
、

優

畢
叉
頌

第
六

に

「

宗
同
則

無
縁
之

慈
、

定

慧
則

寂
而
常
照

、

寂

而

常
照

則
双

与、

無
縁
之

慈
則
双

奪
、

双

奪
故
優
畢
叉
双

与
故
毘
婆
奢

摩、

以

奪
摩
他
故、

雖
寂
而
常
照、

以

毘

婆
舎
那
故

、

雖

照

而
常
寂

、

　
　
　
　
（

35
）

以

優
畢
叉
故
」

と
い

う
。

「

宗
同
則
無

縁
之
慈

、

定

慧
則

寂
而
常
照
」

と

は
、

定

慧
の
一

味
平
等
の

と
こ

ろ
を

無
縁
の

慈
と

い

い
、

定
慧
の

各

々

の

功
用
を
寂
に

し

て

常
に

照
す

と
い

っ

た

も
の

で

あ
る

。

そ
し

て

双

べ

与
う

が

故
に

奮
摩
他

、

毘
婆
舎
那
が

各
々

の

功
用

を
顕
わ

し
、

双
べ

奪
う
が

故
に

優
畢
叉

に

そ
れ

ら
が

統
摂
さ
れ

て

い

く
と
い

う
こ

と
で

あ

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

三
二

る
。

つ

ま

り
、

双
与
双

奪
の

論
理
に

裏
づ

け
ら

れ
て

、

天
台
止
観
思
想

の

原
理
的

概
念
で

あ
る

奢
摩
他

、

毘

婆
舎
那、

優
畢
叉
と

有

機
的
に

結

び
つ

け
よ

う

と
し

た

も
の

で

あ
る

。

　
奢
摩
他

、

毘

婆
舎
那

、

優
畢
叉
の

三

頌

は

『

永

嘉
集
』

の

眼
目
で

あ

る

が
、

「

観
心

十

門
」

は

止
観
思
想
と
の

関
連
に

於
い

て

注

意

さ

れ

る

べ

き
で

あ

る
。

　
第
一

門
に

「

千

差
不

同
、

法
眼
之
名
自
立
、

一

寂
非
異

、

慧
眼
之
号

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
〔

36
＞

斯
存

、

理

量

双

消
、

仏
眼

之

功

円
著
」

と

い

う
。

一

寂
非
異
と
は

諸
法

真
空
の

平

等
の

理
、

千
差
不

同

と
は

因
縁
所
生
の

差
別
の

事
、

理

量

双

消
と

は

こ

の

理
と

事
の

ど

ち

ら
の

立

場
に

も
偏
ら

な
い

中
道
を

言

う
の

で

あ

ろ
う

。

つ

ま

り

慧
眼
は

空
理
を

、

法

眼
は

仮

有
の

事
を

、

仏
眼
は

不

堕
二

辺
の

中
道
を
観
照

す
る

も
の

で

あ

ろ

う
。

こ

れ
は

、

『

摩
訶
止

　
　

　

（
37
）

観
』

巻
三

上

に

「

慧
眼

開

故
見
第
一

義
、

真
諦
三

昧
故

、

（

中
略
）

得
真

体
也
」

「

法
眼

豁
開
破
障
通
無
知

、

（

中
略
）

則
俗
諦
三

昧
成

、

（

中
略
）

得

俗
体
也
」

「

仏
眼

豁
開
照

無
不

遍、

中
道
三

昧
成

、

（

中
略
）

得
中
道
体
」

と
い

う
が
、

こ

の

慧
・

法
・

仏
の

三

眼
を

空
・

仮
・

中
に

対
応
さ
せ

る

考
え

方
に

近
似
し
た

も
の

の

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

さ

ら
に

三

諦
一

境
、

三

智
一

心
、

境
智
冥
合
は

法

身
、

般

若
、

解
脱
の

三

者
の

在
り

様
で

あ

り
、

こ

の

三

者
は

伊
字
の

三

点
の

如
く
に

円
融
し

て

あ
る

か

ら
、

三

徳

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（

38
）

の

妙
性
は

互
い

に

融
即
し

て

い

る

の

だ
、

と

説
く
の

で

あ
る

。

三

諦
、

三

智
と
い

う

如
く

『

永
嘉
集
』

は

明
ら
か

に

天

台
思
想
の

基
本

慨
念
を

そ
の

禅
観
思

想
の

基
底
に

置
い

て

い

る

と

言
え
よ

う
。
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観
法
の

実
際
を

説
く
場

合
に

も
、

第
二

、

三

門
に

於
い

て
、

心
・

身

・

依
報
を

即

空
・

不
空
・

非

空
非
不
空

と

観
ぜ
よ

と

い

う
。

先
ず
空
と

の

相
応

（

こ

こ

で

い

う
相
応

と
は

心

身
依
報
を

対

境
と

し

て

観
法
を

実

践
す
る

こ

と

を

意

味
す
る
）

に

よ
っ

て
、

「

譏
毀
讃
誉

、

何
憂
何
喜
」

と

い

い
、

「

刀

割
香
塗

、

何
苦
何
楽
」

と

い

い
、

「

施

与

劫
奪

、

何
得

何
失
」

と
い

う

如
く

、

心

身
依
報
等
の
一

切
の

物
事
に

執
着
す
る

我
欲
を
捨
て

よ

と
説

き
、

次
に

空
不

空
と
の

相
応

に

よ
っ

て
、

「

愛
見
都
忘

、

慈
悲

普
救
」

と

い

い
、

「

内
同
枝
木、

外
現
威
儀
」

と
い

い
、

「

永
絶
貧
求

、

資
財
給
済
」

と

い

う

如
く

、

心

身
依
報

に

慈
悲
給
済
の

利
他
行
が

四

威

儀
中
に

顕
わ

れ
る

と

説
き

、

最
後
に

空
不

空
非
空
非
不

空
と
の

相
応
に

よ

っ

て
、

「

実
相
初
明

、

開
仏
知
見
」

と
い

い
、

「

一

塵
入

正

受
、

諸
塵

三

味
起
」

と
い

い
、

「

香
台
宝
閣

、

厳

土
化
生
」

と
い

う

如
く

、

心
は

諸

法
実
相
の

理

を

明
め

仏
知
見

を

開
き

、

身
は

三

昧
に

出
入

し
、

依
報
は

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

39
）

香
台
宝
閣
に

荘
厳
さ
れ

た

仏
土

と

化
す
と

説
く
の

で

あ

る
。

こ

の

三

種

の

相
応
は

、

『

摩
訶
止

観
』

巻
四

上

に

「

即
空
之
観
能

滅
見

思

之
非

、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
40
）

即
仮

観
能
滅
塵
沙
々

非
、

即

中
観
能
滅
無
明

之
非
」

と

い

う
が

、

こ

の

即
空
・

即

仮
・

即
中
の

三

観
が

見
思
・

塵
沙
・

無
明
の

三

惑
を

滅
す
と

い

う

三

観
の

作
用
と

、

「

観
心
十

門
」

に

い

う

即

空
以

下
の

三

種
の

相

応
と
異

な
ら

な
い

よ

う

に

思

え
る

。

　
つ

ま

り
、

「

観
心

十
門
」

に

い

う

空
・

不

空
・

非

空
非
不
空
の

相
応
と
は
、

天
台
止

観
で

い

う
空
・

仮
・

中
の

三

観
に

換
言

出

来
る

で

あ
ろ

う
し

、

そ
の

相
応
に

よ

っ

て
、

常
一

主

宰
た

る

我
を

認
め

て

貧
瞋
等
を

起
す
見
思

惑
を

破
し

、

衆
生
の

教
化

唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙

石
）

救
済
を

障
害
す

る

塵
沙
惑
を

破
し

、

諸
法
実
相
の

理

を

昧
ま

す
無
明
惑

　
（

41
）

を
破
す
こ

と

を

説
き
示

し
た

も
の

で

あ
る

と

理

解
出

来
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
む

　

む

　
次
に

第
六

門
に

「

第
六

重
出
観
体
者

、

祗
知
一

念
即
空
不
空

、

非
有

　
　
　

　
　
oo

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
（

砲
）

非
無

、

不

知
即
念
即
空

不
空

、

非
非
有
非
非
無
」

と
い

う
。

こ

の
一

節

の

意
味
は

あ
ま

り
明

確
で

な
い

が
、

石

壁

行

靖
の

注

に

よ

れ

ぽ
「

前
明
二

三

観
噛

以
二

次
第
而

即
中
「

此
論・
二

心
¶

不
二

前
後「

而
円
具

、

前
以
二

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

43
）

二

非
一

破
ソ

所
、

此
加
二

五

非
一

破
γ

能
、

前
後
相
須

、

妙
無
二

矣
」

と
い

い
、

前
に

説
い

た

即
空
以
下
の

三

観
は

次
第
の

三

観
に

以
て

あ
り

、

玄

　
　
　

　
　
　
む
　

む

覚
は

そ
れ

を

二

念
即
空

云
々
L

と

説
い

た

と
い

う
こ

と
に

な
り

、

　一

　
　
む
　

む

方
「

即
念
即
空
云
々
」

と
は

、

一

心
の

三

観
を

論
じ
た

も
の

と
い

う
こ

と

に

な
る

。

「

破
所
」

と
は
、

中

道
に

先
立
つ

偏
空

偏
有
の

観
を

破
す

意

味
に

、

ま

た

「

破
能
」

と

は
、

中
道
へ

の

偏
執
を

も

破
す
意
味
に

取

れ

る

で

あ
ろ

う
。

　
た

だ
、

玄
覚
の

中
道
実
相
の

理

解
に

は
、

多
少
天

台
の

円
融
三

諦
の

論

理
と
は

相
容
れ

な
い

部
分
が

あ

る

よ

う
に

思
え
る

。

事
理

不
二

第
八

に

「

是
以
学
遊
二

中
道
門

則

実
相

可
γ

期
、

如
其
執
γ

有
滞
γ

無
、

則
終
帰
二

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

44
）

辺

見
ハ

以
二

其
不
τ

知
下

有
有
二

非
有
之
相
一

無
有
申

非

無
之
実
上

故

也
」

と

い

い
、

「

故
知

中
道
不
ソ

偏
、

仮
二

二

辺
一

而

弁
レ

正
、

断
常
非
γ

道
、

寄
二

　
　
　

　
（

45
）

無
有一

以
明
γ

非
」

と
い

う
。

中
道
と

は

仮
有

、

空

無
の

い

ず
れ

に

も
偏

執
し

な
い

も
の

で

あ
り

、

有

無
の

二

辺

を

仮
り
て

断

常
の

二

見
を

破
す

も
の

で

あ
る

。

玄
覚
の

考
え
た

中
道
観
は

、

仮
有
空

無
に

偏
執
せ

ず
、

そ
の

二

辺

を

破
し

た

と
こ

ろ
に

立

脚
し

た

も
の

で

あ

る
。

『

法

華
玄

義
』

二

三

三
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唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

巻
一

上
・

巻
二

下
に

「

但
法
有
二

麁
妙
ハ

若
隔
歴
三

諦
麁
法
也

、

円

融

　
　
　
（

お
）

三

諦
妙
法
也
」

と
い

い
、

「

別
三

諦
者

、

開
二

彼
俗
「

為
二

両
諦
噛

対
レ

真

為
γ

中
、

中
理

而
己、

（

中
略
）

円

三

諦
者、

非
二

但
中
道
具
二

足

仏
法
鴨

真

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

（

47
）

俗
亦
然

、

三

諦
円
融

＝
三一
二
」

と
い

う
。

こ

の

別
教
の

隔
歴
の

三

諦

に

い

う

不

堕
二

辺
の

中
道

観
に

近
い

も
の

で

あ
り

、

円

融
三

諦
に
い

う

空
仮
と

円
融
一

体
の

関
係
に

あ
る

中
道
観
と

は

異

質
な

も
の

の

よ

う

に

思

え

る
。

　
こ

の

よ

う
に

、

『

永
嘉
集
』

と

天
台
思
想
と
の

関
わ

り
に

つ

い

て

は

「

観
心

十

門
」

自
体
が

非
常
に

簡
潔
な

文
章
で

あ
っ

て

そ
の

真
義
を

汲

み

兼
ね

る

部
分
が

あ
り、

天

台

止
観
に

比
し

て

議
論
す

る

の

は

性
急
で

あ
ろ
う

が
、

玄

覚
が

天
台
の

実
相
論

に

何
ら
か

の

形
で

影

響
さ

れ
て

自

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

48
）

ら
の

禅
観
思
想
を

形
成
し

て

い

っ

た

こ

と
は

推
測
さ
れ

る
。

五

　
前
に

も

述
べ

た

如
く

、

玄

覚
は

全
く
の

天

台
教
学
の

追
随
者
で

は

な

か

っ

た

で

あ
ろ

う
。

当
時
の

禅

者
た

ち

と
の

交
渉
の

中

に
、

自
ら
の

禅

を

も

深
め

て

い

っ

た

と

考
え
ら

れ
る

。

　
第
四

章
の

奢
摩
他
頌
の

冒
頭
に

「

恰
恰
用
心

時
、

恰
恰
無
心

用
、

無

　
　

　

　

　

　

　
　

（

49
）

心

恰
恰
用

、

常
用
恰
恰
無
」

と

い

う
一

節
が

あ
る

。

こ

の

四

句
に
つ

い

て

関
口

真
大
博
士

は
、

こ

れ
と

相
似
し

た

文
節
を

『

景
徳
云

灯
録
』

所

収
の

牛
頭
法

融
と

博
陵
王

な
る

人

物
と
の

問
答
の

中
に

見
い

出
せ

る

と

　
　

　

　

　

　

　

（

50
）

指
適
さ

れ
て

お

ら

れ
る

。

こ

の

牛
頭
法
融
の

問
答
と

の

先
後
問
題
は

別

二

三

四

と
し

て
、

達
摩
に

仮

託

さ

れ

る

『

無
心

論
』

な

る

書

物
が

存
す
る

如

く
、

初
期
禅
宗
に

於
い

て

は

注
意
す
べ

き
用
語
で

あ
る

。

達
摩
以

後
の

初
期
禅
宗
の

一

特
色
は

「

心

性
」

の

徹
見

を
中

心

課

題
と
し

た

こ

と
で

あ
ろ

う
。

増
永
霊
鳳
博
士

の

「

初
期

禅
宗
史
と
心

性
の

問
題
」

（

仏
教
研

究
三

ー
五
）

、

高
峯
了
州
博
士
の

「

禅
に

お

け
る

心

性

と

性

起
」

（

『

禅
の

本

質
と

人
間
の

真
理
』

五
五

五

頁
） 、

常
盤
大

定
博
士
の

「

見
性
の

思

想
的

考
察
」

（

『

支
那
仏
教
の

研
究
二

』

三

五
一

頁
）

等
の

論
文
は

、

禅
宗
の

「

心

性
」

の

問

題
を

取
り
挙
げ

、

大

小
乗
諸
経

論
に

そ

の

淵
源
を

尋
ね

て

初

期
禅
宗
史
の

流
れ
の

中
で

の

「

心
」

の

意

味
す
る

も
の

を

探
ろ

う

と

さ

れ
た

も
の

で

あ

る
。

　

「

心
性
」

の

語
は

、

心

性
本
浄

、

心

性
空

、

正

見
、

無
心
の

語
に

換

言

さ

れ
、

特
に

禅
宗
で

は

無
心
の

語
が

好
ん

で

用
い

ら

れ

る
よ

う
で

あ

る
。

禅
が

古
来
心

性
の

徹
見

を

説
き

、

本

来
の

面
目

を

重
ん

ず
る

所
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
（

51
）

は
、

達
摩
の

二

入

四

行
観
の

思
想
に

起
源

す
る

と

言

わ

れ

る
。

例
え

ば
、

初
期
禅
宗
の

二
、

　
三

の

文
献
に

つ

い

て

見
る

な
ら

ば
、

『

安
心
法

門
』

に

は

「

但
有
心

分
別
計
較、

自
身
現
量
者
悉

是
夢

、

若
識
心

寂
滅

　
　
　
　
　
　
　
　

（

52
）

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

（

53）

無
一

動
念
処

、

是
名
正

覚
」

と

い

い
、

「

即

心

無
心

、

是
為
通
達
仏
道
」

と

い

う
。

ま

た

『

無
心

論
』

に

は

「

ロ
ハ

是
見
聞

覚
知

、

即
是
無
心

、

何

処
更
離
見

聞
覚
知
別
有
無
心
」

と

い

い
、

終
日

見

聞
覚
知
し

て

い

る

け

れ
ど

も
終
日

無
見

無
聞

無
覚

無
知
無
作
で

あ
る

。

見

聞

覚
知
が

総
じ
て

　
　
　
　
　

（

54
）

無
心

な
の

で

あ
る

と

説

き
、

仔
細
に

推
求
し

て

心

を

覓
め

て

も
心
の

心

と

し

て

捉
え
る
べ

き
も
の

が

無
く、

結
局

、

心
は

不

可

得
の

も
の

で

あ
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る
。

こ

れ

を
無
心

と

知
る
べ

き
で

あ

る

と

説

く
。

因
み

に

関
口

博
士

は
、

こ

の

『

無
心
論
』

の

思
想
内
容
は

牛
頭

法
融
の

撰
述
で

あ

る

と

し

た

『

絶
観
論
』

に

類
似
す
る

も
の

で

あ
る

と

さ

れ
、

無
心

の

論
が

法

融

の

思
想
の

著
し
い

特
色
で

あ
っ

た

こ

と
が

察
せ

ら
れ

る

と

述
べ

て

お

ら

（

駈
）

れ
る

。

　
次
に

道
信

、

弘
忍
の

時

代

に

な

る

と
、

例
え

ぽ
『

楞
伽
師

資
記
』

『

最
上
乗
論
』

『

宗
鏡

録
』

等
に

伝
え
ら

れ

る

如

く
、

「

守
一

不

移
」

「

守
心
」

と
い

う

語

を

も
っ

て
、

本

具
の

自

性

清
浄
の

心

を

見

証
し

、

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（

56
）

即
心

即
仏
の

理

を

高
調
し

よ

う
と

し

た

と
さ

れ

る
。

こ

こ

に

東
山

法
門

が

確
立
さ
れ

る

わ

け
で

あ
る

が
、

こ

の

東
山
法

門
と

天

台
と
の

思
想
的

関
連
に
つ

い

て

は

関
口

博
士

、

柳
田
聖

山
氏

等
が

既

に

論
じ
て

お

ら

れ

（
57
）

る
。

　

最
後
に

慧
能
で

あ
る

が
、

彼
の

思
想
を

考
え
る

場
合
に

は

神
会
と
の

距

離
を

考
慮
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

が
、

燉
煌
本

『

六

祖
檀
経
』

に

は

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（

58
）

「

立

無
念
為

宗
」

「

以

無
住
為
本
」

「

以

無
相
為
体
」

等
と
い

う
。

一

般

に

南
宗
は

、

北
宗
に

い

う
離
念
よ

り

も

無
念
を

主
と

し
、

離
垢
清
浄
よ

り

も
本
来
清

浄
を

強
調
し

た

と

さ

れ
る

。

そ
の

北
宗
で

は

「

離
念
」

を

主

張
し
た

と

さ

れ

る

が
、

無
心
の

語
句
も
「

虚
空
無
心

、

離
念
無
心
」

と
い

う
如
く

、

術
語

と
し

て

用
い

ら
れ

る

こ

と
が

あ

り
、

こ

こ

で

は

「

離
念
」

も
「

無
心
」

も
究
極

的
に

は

同
じ

意
味
内
容
を

持
っ

て

表
現

さ

れ

て

い

た

の

で

あ

る
。

ま

た

『

観
心

論
』

が

神
秀
の

作
と

す
れ
ば

、

そ
こ

に

説
か

れ
る

「

観
心
」

の

思

想
も

そ
の

特
質
と

考
え
ら

れ
る

で

あ

唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

（

59
）

ろ
う

。

　
以
上

の

如
く

、

初
期
禅
宗
に

於
い

て

は
、

「

心

性
」

の

問
題
は

「

無

心
」

、

「

守
一

守
心
」

、

「

無
念
」

と

説
か

れ
る

が
、

こ

こ

で

注
口

し

た
い

の

は
、

「

無
心
」

の

語
で

あ
る

。

関
口

博
士

は
、

無
心
の

語
は

、

牛

頭

法

融
の

他
に

南
陽
慧
忠

（

ー
七

七
五
）

、

司
空

本

浄
（

六

六

七
−
七
六
一
）

、

黄
檗
希
運

（

1
八

五

〇
）

、

洞

山

良
介
（

八

〇
七

ー
八
六

九
）

等
の

語
録
中

に

も
見
ら

れ
る

こ

と
を

指
摘
さ

れ
、

禅
宗、

即
ち

南

宗

禅
の

必

要

を

無

念
で

は

な

く
無
心
の
一

語
に

見
て

い

た

人
々

が

多
い

よ

う
で

あ
る

と

述

べ

て

お
ら

れ
る

。

南
宗
禅
の

心

要
を

無
念
と
み

る

か
、

無
心

と

み

る

か

は

と

も
か

く
と

し

て
、

『

無
心
論
』

な
る

書
物
が

あ
り

、

ま

た

玄

覚
と

同
時
代
あ
る

い

は

そ
れ

以
後
に

於
け

る

禅
宗
の

祖
師
た

ち
の

中
で

「

無

心
」

の

語
が

多
用
さ

れ
た

と

い

う

事
実
が

あ
る

と

す

れ

ば
、

玄

覚
が

『

永
嘉
集
』

の

中
で

「

無
心
」

を

用
い

た

こ

と
、

し

か

も
禅
宗
史
の

上

で

極
め

て

早
い

時
期
に

用
い

て

い

た

こ

と
は

、

特
筆
さ

れ
る
べ

き
で

あ

る
。

そ
れ
は

、

柳
田

氏
の

『

絶
観
論
』

は

八

世

紀
中
頃
に
一

般
化

さ

れ

た

と

す
る

説
が

出
さ
れ

る

な
ど

、

こ

の

『

絶
観
論
』

と

そ
の

思

想
の

内

容
に

於
い

て

幾

多
の

類
似
を

見
る

『

無
心

論
』

の

成
立

年
代
を

も

再

検

討
す
べ

き
段

階
に

あ
る

こ

と

か

ら

も
言
え
よ

う
。

亠

’ 、

　
し
か

し
、

玄

覚
は

「

無
心
」

の

語
に

終
始
し

て

い

る

わ

け

で

は

な

い
。

こ

の

「

無
心
」

を
説
い

た

直
後
に

「

夫
念
非
レ

忘
レ

塵
而
不
ノ

息
、

塵

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

二
一
二

五
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唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
（

60
）

非
レ

息
〆

念
而
不
7

忘
、

塵
忘
則
息
γ

念
而

忘
、

念
息
則
忘
F

塵
而
息
」

と

い

い
、

塵
が

す
で

に

忘
ぜ

ら
れ
た

な

ら
ば

息
む
べ

き
念
も

な
く

、

ま

た

念
が

す
で

に

息
む

な

ら
ば

忘
ず
べ

き
塵
（

境
）

と
て

も
な
い

と

説

く
。

こ

こ

に

い

う
「

息
念
」

「

忘
塵
」

は

前
の

「

無
心
」

を

換
言
し

て

説
明

し

た

も
の

と

思
わ

れ

る
。

そ
れ
で

は
、

「

息
念
」

の

意

味
に
つ

い

て

考

え
て

見
た
い

。

『

摩
訶
止

観
』

巻
三

上

に

「

息
」

を

定
義
し
て

「

止
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

各
三

義、

息
義

停
義
対

不

止
止

義
、

息
義
者

諸
悪
覚
観
妄
念
思
想
寂
然

　
o
（

61
）

休
息
」

と
い

い
、

ま

た

圭
峯
宗

密
（

七
八

〇
1
八

四
一
）

の

『

円

覚
大
疏

鈔
』

に

北
宗
の

意
と

し

て

「

意
云

衆
生

本
有
二

覚
性
→

如
三

鏡
有
二

明

性
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

o

　
　
　

o

　
　
　

　

　

　

　

　
（

62
）

煩
悩
覆
ノ

之
、

如
二

鏡
之
塵一

息
二

滅

妄
念
→

念
尽

即

本
性
円

明
」

と
い

う
。

両
者
を

勘
案
す
れ
ば
、

「

息
念
」

と

は

妄
念
を

休
息
息

滅
す
る

意

味

に

取
ら
れ

る
。

こ

れ
は

ま

た

「

離
念
」

と
い

う

言

葉
の

語
感
に

も

通
じ
る

と

思
わ

れ

る

が
、

玄
覚
も
こ

の

趣
意
で

「

息
念
」

を
用
い

て

い

る

と

考

え

ら

れ
る

。

た

だ
こ

の

「

息
念
」

の

み

を

言

う
の

で

は

「

無
心
」

を

充

全
に

説
明
し

た

こ

と
に

は

な
ら

な
い

で

あ

ろ

う
。

そ
こ

で

「

忘

塵
」

つ

ま

り

対
境
を

も
無
み

す
る

こ

と

に

よ

っ

て

「

無
心
」

の

内
容
を

完
結
せ

ん

と
し

た
。

玄

覚
は

、

　
こ

の

「

息
念
」

「

忘
塵
」

　
に

い

つ

ま
で

も

固
執

し

て

い

る

わ

け
で

は

な
い

。

「

息
無
二

能
息一
」

「

忘
無一一
所
忘一
」

と
い

い
、

本
来

、

息
む
べ

き
能
観
の

知
と

し

て

の

念
も

、

忘

ず
べ

き
所
対
の

境
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

（

63
）

し
て

の

塵
も

倶
に

無
く

、

妙
性
が

天
然
と

し

て

あ
る

の

だ
、

と

考
え
る

の

で

あ
る

。

　
こ

の

考
え

方
は

決
し

て

玄

覚
の

個
有
の

も
の

で

は

な
い

と

思

わ

れ

二

三
六

る
。

と
い

う
の

は
、

黄
檗
の

『

伝

心

法
要
』

に

「

凡
夫
皆

逐
境
生

心
、

心

遂
忻
厭

、

若
欲
無
境

、

当
忘
其
心

、

心

忘
即

境
空

、

境
空
即
心

滅
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
（

64
）

若
不

忘
心

、

而
但
除

境
、

境
不

可

除
、

祗
益
紛
擾
」

と
い

い
、

「

心

境

双

忘
、

及

是
真
法
」

と
い

う
。

玄
覚
が

「

息
念
」

「

忘
塵
」

を
説

く
に

対
し
て

、

黄
檗
は

「

忘
心
」

「

除
境
」

と

説
く
も
の

の
、

両
者
は

同

調
異

曲
の

感
が

あ
る

と

言
え
よ

う
。

時
代
が
前
後
す
る
が

、

こ

の

「

忘
心
」

は

北

宗
の

文

献
に

も
見

ら
れ

る
。

『

大
乗
北

宗

論
』

に

「

而

重

説
〆

偈
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
（

聞）

憂
従
〆

心

憂
、

楽
従
γ

心

楽
、

若
忘
二

於
心
→

何
憂
何
楽
」

と
い

う
。

宇
井

博
士

は
、

こ

の

『

大
乗
北
宗
論
』

に
つ

い

て
、

大
乗
北
宗
論
は

極
め

て

簡
単
な
文

で
、

而
も
同

＝
趣

意

が

繰
返
さ

れ
て

居
る

が
、

最
重
要

な

点

は

偈
の

第
三

句
に

「

心

を

忘
ず
」

と

あ
る

所
に

存
す
る

、

と

述
べ

て

お

ら

れ
る

。

こ

の

文
献
は

、

　一

連
の

北
宗
資
料
の

う
ち

の

後
期
に

属
す
る

　
　
　
　
　
（
66
）

も
の

と

言
わ

れ

る
。

前
に

も

述
べ

た

如
く
北
宗
の

思
想
は

「

離
念
」

で

表
わ

さ
れ

る

が
、

後
に

は

「

忘
心
」

の

語
句
を

も

用
い

る

よ

う
に

な
っ

た

と

も
考
え
ら

れ

る
。

そ
し

て

後
に

は

「

離
念
」

の

語
は

ほ

と
ん

ど

忘

れ

去

ら
れ

た

か

の

よ

う
で

あ
る

。

八

世
紀
以
後
に

な
る

と
、

禅
一

般
に

「

無
心
」

と

と

も
「

忘
心
」

と
い

う

語
句
を
用
い

る

風
潮
が
あ
っ

た

の

　
　

（

67
）

で

あ
ろ

う
。

　
こ

こ

で
、

少
し

先
に

房
っ

て

論
点
を
整
理
す
れ
ぽ

、

玄

覚
が
『

永
嘉

集
』

の

中

で

用
い

た

「

無
心
」

の

語
は

、

禅
宗
の

思
想
史
上

、

極
め

て

重
要
な
意

味
を

持
ち
し

か

も
そ
の

使
用
が

比
較
的
早
い

時
期
で

あ

る
こ

と
。

ま

た
、

玄

覚
は

そ
の

「

無
心
」

の

内
容
を

「

息
念
」

「

忘
塵
」

の
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句
で

も
っ

て

説
明

す
る

わ

け
で

あ
る

が
、

「

息
念
」

の

意
味
内

容

が

北

宗
の

そ
れ

に

類
同

す
る
こ

と
。

そ
し
て

、

「

息
念
」

「

忘
塵
」

が

対
句
で

用
い

ら
れ

る

が
、

心
・

境
倶
に

無
み

す
る
と

い

う

思
想
は

黄
檗
の

『

伝

心

法
要
』

に

「

忘
心
」

「

無
境
・

除
境
」

の

そ
れ

に

相
い

通
ず
る

と
思

わ
れ

る

こ

と
。

こ

の

「

忘
心
」

の

句
は

北
宗
の

後
期
の

文
献
に

も
見
ら

れ
る

こ

と

等
で

あ
る

。

　

右
の

如
く
見
て

く
る

な
ら
ば

、

玄

覚
が

『

永
嘉
集
』

に

説

く
「

無
心
」

の

用

語
は

、

達
摩
以
来
の

中
国
禅
宗
に

伝

統

的

に

取
り

挙
げ

ら

れ
る

「

心

性
の

問
題
」

の
一

の

表
現
法
と

し

て

用
い

ら

れ

た

も
の

で

あ
り

、

玄

覚
も
そ

う
し

た

思

想
の

流
れ
の

中

に

身
を

置
い

て

い

た
の

で

あ
る

。

さ

ら
に

玄

覚
の

活
躍

す
る

時
代
に

至
っ

て

は
、

曹
渓
に

は

慧

能

が

あ

り
、

荊
州
の

玉

泉
寺
に

は

神
秀
が

あ
っ

て

各
々

独
自
の

宗
風
を

挙
揚
し

て

い

た

の

で

あ
る

。

玄

覚
は
、

そ

れ

ら
の

状

勢
に

も

敏
感
に

反
応
し

て

い

た

の

で

あ

ろ

う

し
、

こ

う
し

た

雰
囲

気
の

中
で

、

禅
の

中
心

課
題
で

あ
る

「

無
心
」

の

思
想
を

踏
え
つ

つ

北
宗
の

「

息
滅

妄
念
」

的
な

考
え

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

68
）

方
を

も
摂
取
し

て

い

っ

た

の

で

あ

ろ

う
。

　
こ

う

し

て

禅
の

伝
統
的
思

想
を

受
け
継
ぎ
乍
も

、

『

永

嘉

集
』

に

は

彼
独
自
の

「

念
」

の

解
釈
が

な

さ

れ
る

。

そ
の

内
容
を

簡
単
に

言
う

な

ら
ば

、

玄
覚
は

凡
夫
の
一

念
を

故
起

、

串
習

、

接
続

、

別
生

、

即
静
の

五

種
に

分
析
し

、

こ

の

五

念
の

停
息
し

た

と
こ

ろ

に
、

一

念
は

霊
知
の

自
性

と
し

て

あ
る

と
説
き、

そ
の

停
息
の

法
と

し

て

識
病

、

識
薬

、

識

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
69
）

対
治

、

識
過
生

、

識
是
非

、

識
正

助
の

六

種
の

料
簡
を

説
く
の

で

あ

る
。

　

　

唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

70
）

こ

の

「

霊
知
」

と
い

う

用

語
は

、

す
で

に

天

台
に

見
ら

れ
る

が
、

】

念

と

霊

知
と

を

結
合
す
る
の

は

玄

覚
の

思
想

に

於
い

て

特

徴
的

な

も
の

で

あ
る

。

前
の

「

息
念
」

「

忘
塵
」

と
い

う

も
、

こ

の

「

一

念
霊

知
」

と

い

う

も
、

皆
な

「

無
心
」

の

思
想
の

一

展
開
と
み

る

の

が

妥

当
で

あ

ろ

う
。

「

息
念
」

と
い

い

二

念
」

と

い

う

と
こ

ろ

の

「

念
」

は
、

凡
夫

の
一

念
心

を
い

う

の

で

あ
り

、

玄
覚
の

考
え

た

「

無
心
」

と
は

こ

の

凡

夫
の
一

念
心

を

分

析
し
、

そ
れ

を

段
階
的

に

扶
制
し

た

後
に

顕
わ

れ
る

も
の

で

あ
り

、

そ
れ

が

「

霊
知
の

自
性
」

と

呼
ば

れ
る

も
の

で

あ
る

。

つ

ま

り
、

玄
覚
に

至
っ

て
、

初
期
禅
宗
に

於
け
る

「

心

性
の

問
題
」

つ

ま

り

「

無
心
」

は

コ

念
霊
知
」

と

い

う

語
句
の

中
に

そ
の

解
決
を
見

よ

う

と
し

た

と

考
え

ら

れ

る
。

　
こ

の

コ

念
霊
知
L

は
、

宗

密
や

天

台
の

山
外
派
等
に

も

用
い

ら

れ

る
。

末
広
照
純
氏
は

、

「

山
外
派
の

い

う
一

念
霊
知
は
、

　
一

念
霊
知
の

こ

と
ば

そ
の

も
の

は

玄

覚
の

そ
れ
に

依
っ

て

い

る

と

も

考
え

ら
れ
る

が

そ
の

教
学
は

宗
密

、

澄
観

、

更
に

両

師
が

そ
の

系
統
を

受
け

る

『

壇
経
』

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
（

71）

や

神
会
に

大
き
な

影
響
を

受
け
て

い

る

と

考
え
ら

れ
る
」

と

述
べ

て

お

ら

れ
る

。

神
会
や

宗

密
ら

と

山

外
派
等
の

影
響
関
係
は

別

と
し

て

も
、

天

禅
二

宗
に

於
い

て

重
要
な

概
念
と

し
て

説
か

れ
る

術
語
が

、

す
で

に

玄
覚
の

『

永
嘉
集
』

の

中
に

見
ら

れ
る

こ

と

は

注
目

さ

れ
て

よ

い

と

思

わ

れ
る

。

二
一
二

七

N 工工
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唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

七

　

以

上
ま

と

め

て

み

る

な
ら

ぽ
、

　

玄

覚
は

、

そ
の

伝
記
資
料
に

よ
っ

て
、

天

台
の

左
渓
玄
朗
と

交
友
関

係
が

あ
っ

た

と

さ

れ
、

玄

朗
と

共
に

天
台
四

祖
の

天
宮
慧
威
に

参
じ
て

天
台
止
観
法
門
に

精
通
し

て

い

た

と

さ
れ

る
。

ま

た
、

玄

朗
の

励
ま
し

に

よ

る

か

ど

う

か

は

と

も
か

く
と

し

て
、

進
ん

で

諸
方
を

巡
歴

し
て

師

に

参
じ
法

説

を

聞
い

て

歩
い

た

こ

と
が

想
像
さ
れ

る
。

そ
う

し

た

師
の

中
に

、

今
や
玉

泉
寺
に

於
い

て

世
に

名
声
の

高
か
っ

た

神

秀
や
、

曹
渓

の

慧
能
の

禅
の

感
化
を
何
ら
か

の

形
で

蒙
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

そ
し

て

自
ら
も
禅
の

研

鑽
に

励
ん

だ
の

で

あ
ろ

う
。

た

だ
、

玄

覚
が

神
秀
や

慧

能
の

禅
の

立

場
を

後
世
の

南
頓
北
漸
と
い

う

対
比
の

も
と

に

判
断
し

て

い

た

と
は

考
え
ら

れ

な
い

。

南
北
二

宗
の

対
立

を

際
立
た

せ

る

の

は
、

荷
沢
神
会
（

六

六

九

−
七
六

〇
）

が

開
元
二

十
年
（

七
三
二
）

に

滑

台
の

大

雲
寺
の

無

遮
大
会
を

行
な
っ

た

前
後
か

ら
の

こ

と

に

な

る

と
云

わ

れ

る

か

ら
で

あ
る

。

　

天
台
や

禅
の

流
れ
を

汲
む
人
々

と
の

交
渉
の

中
で

玄
覚
の

思
想
は

徐

々

に

形
成
さ

れ
て

い

っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

『

永
嘉
集
』

の

思
想

内

容
は

前
に

そ
の

あ
ら

ま
し

を

述
べ

た

と
こ

ろ

で

あ
る
が

、

玄

覚
は

「

無
心
」

の

語

句
に

注
目

し

彼
な

り
に

解
釈
し

、

一

念
と

霊

知
と
の

相
応
が

「

無

心
」

の

内
容
で

あ
る

と

結
論
し

た
。

そ
し

て
、

こ

の

禅
の

伝
統
で

あ
る

「

無
心
」

の

思
想
を

天

台
の

止
観
思
想
の

体
系
の

中
に

組
み

入

れ
よ

う

二

三

八

と

し

た
。

そ

れ

が
、

奢
摩
他

、

毘

婆
舎
那

、

優
畢

叉
を

説
く
所
以
で

あ

り、

さ

ら
に

凝
集
さ

れ
た

も
の

と

し
て

「

観
心

十

門
」

が

説
示
さ
れ

た

と

考
え
ら

れ
る

。

　
天

台
と

初
期
禅
宗
と
の

関
わ

り
に

於
い

て

は
、

関
口

真
大
博
士

の
一

連
の

研
究
が

あ
り
、

中
国

仏
教

史
の

上

か

ら

も
興

味
あ
る

問

題
で

あ
る

が
、

天

台
の

観
心

法

門
と

禅
思
想
と
の

関
連
で

想
起
さ
れ

る

の

は
、

北

宗
の

『

観
心

論
』

で

あ
り

、

こ

の

文
献
は

神
秀
作
と

さ

れ
て

い

る

も
の

で

あ
る

。

神

秀
が

玉

泉
寺
に

住
し

、

天

台
の

遺
風
に

触
れ

た

こ

と

も
想

　
　

（

72
）

像
さ

れ

る
。

玄
覚
が

、

こ

の

神

秀
と

ほ

ぼ

同
時
代
の

人
で

し

か

も
何
ら

か

の

交
渉
が

あ
っ

た

と

伝
え
ら

れ
る

こ

と

等
か

ら
、

両

者
間

に
一

種
の

相
似
性

が

あ
っ

た

と

も

言

え
る

。

神

秀
に

傚
う
形
で

玄
覚
な

り
に

天
台

と

禅
と

を

基
本
と

し

た

中
国
禅
観
思

想
の

総
合
を

試
み

た
と

考
え
ら

れ

る
。

　

『

永
嘉
集
』

に

は

初
期

禅
宗
の

様
々

な

要

素
が

混
交
し
て

あ
り、

さ

ら
に

は

天
台
の

止

観
思

想
が

加

味
さ

れ
て

あ
る

。

そ
こ

に

玄
覚
の

独
自

の

境
界
が

開
陳
さ

れ

て

い

る

と

見
ら

れ
る

。

神
秀
が

中
国
旧

仏

教
か

ら

禅
へ

の

渦
渡
的
存
在
で

あ
っ

た

と

同
様
に
、

玄
覚
も
ま

た

中
国

禅
が

洗

練
さ

れ
一

つ

の

ス

タ

イ

ル

を

持
つ

に

至

る

ま

で

の

試
行
錯
誤
の

時

代
に

生
き
た

禅
者
で

あ
っ

た

と

思
わ

れ

る
。

注
（

1
）

　
『

支
那
仏
教
の

研
究
一
』

三

頁
以

降
参
照

。

　
（

2
）

　
唐
代
の

詩
は

、

初
唐
・

盛

唐
・

中
唐
・

晩
唐
の

四

期
に

分
け
る

の

が

　
　
　
普
通
で

あ
る

。

こ

の

こ

と

を

初
め

て

唱
え
た

の

は
、

元
の

楊

士

弘
の

N 工工
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「

唐
音
」

（

「

湖
北
先
正

遺
書
」

所
収
）

で

あ
る

が
、

ま

た

明
の

高
種
の

　
　
「

唐
詩
品

彙
」

に

は、

よ

り

完
成
し

た

見
解
が

見
え
て

い

る
。

『

中
国

　
　

文
学

史
』

吉
川

幸
次
郎
述、

一

五
六

頁
。

（

3
）

　
大
正
五

〇
巻
七
五
八

頁
上

。

（

4
）

　
大
正

四
八

巻
三

九
七

頁
上

、

同
五
一

巻
二

四
一

頁
上

、

同
四

九

巻
五

　
　
八

九

頁
上

。

（

5
）

　
『

無
相
大
師
行
状
』

大
正
四

八

巻
三

九
七

頁
上
、

『

景
徳
伝
灯
録
』

巻

　
　
五

　
大
正
五
一

巻
二

四
］

頁
上、

『

仏
祖
統
紀
』

巻
十

大
正
四

九

巻
二

　
　
〇
二

頁
中

、

『

仏
祖
歴

代
通

載
』

巻
十
三

　
大
正
四

九

巻
五

八

九
頁
上

、

　
　
『

六

祖
壇
経
』

大
正
四

八

巻
三

五
七

頁
下

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　　
む
　

む

（

6
）

　
『

祖
堂
集
』

巻
三

に

は

「

曾
在
温

州
開
元
寺
」

と
い

う
。

唐
の

玄
宗

　
　
は

開

元
二

六

（

七
三

八
）

年、

天
下

諸
州
に

勅
し
て

竜
興
寺
観
の

ほ

か

　
　
に

新
し

く

開
元

寺
観
各
一

所
の

創
立
を

命
じ

た
と
さ

れ
る

の

で
、

玄
覚

　
　
が

開
元

寺
に

住
し

た
と
は

思

わ
れ
な
い

。

（

7
）

　
「

景
徳
伝
灯
録
序
」

楊
億
撰
に

「

皇
上

為
仏
法
之

外
護、

嘉
釈

子
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
勤
業、

載
懐
重

慎、

思
致
悠
久、

乃

詔
翰
林
学
士
左

司

諫
知
制
誥

臣
楊

　
　
む

　
　
億

、

兵
部
員
外
郎
知
制
誥
臣
李
維、

太
常
丞
臣
王
曙

等
、

同
加
刊

削
、

　
　
俾
之

裁
定
」

（

大
正
五
一

巻
一

九
六

頁
下）

と
い

う
。

（

8
）

　
鷲
阪
宗
演
氏
は

「

永
嘉
玄

覚
の

禅

観
」

（

花
園
大
学
禅
文
化

研
究
所

　
　
研
究

紀
要
七
）

に

於
い

て

「

玄
覚
と

天
台

学
を

関
係
づ

け
た
景
徳
伝
灯

　
　
録

、

仏
祖
歴

代
通
載

、

仏
祖
統
紀

、

六

祖
大
師
法
宝

壇
経
の

諸
伝
は、

　
　
楊
億
の

無
相

大
師
行
状
を

資
料
に

も

ち
い

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

　
　
と

述
べ

て

お

ら
れ
る

。

た

だ

『

景
徳
伝
灯
録
』

巻
五

に

「

精
天

台
止
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　

　

　
む

　
　
円
妙
法
門
」

と

い

う
を

『

無
相
大
師
行
状
』

に

は

「

精
天
台
旨、

観
円

　
　
妙
法
門
」

と
い

う
の

は
、

楊
億
が

、

『

景
徳
伝
灯
録
』

を

資
料
と
し

て

唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

　
　
用
い

た

時
に

、

誤
読
し
て

伝
え
た

も
の

と

す
れ

ば、

『

景
徳
伝
灯
録
』

　
　
の

記
事
が
『

無
相
大
師
行
状
』

に

先
行
す
る

と
考
え

ら
れ
る

。

（

9
）

　
大
正
五

〇
巻
七
五
八

頁
上

。

（

10
）

　
大
正
四
八

巻
三

九
四

頁
下

。

（

11
）

　
宇
井
伯
寿
著
『

第
二

禅
宗
史
研
究
『

、

二

六

二

頁、

二

七
一

頁

参
照

。

　
　

柳
田

聖
山
著
『

初
期
禅
宗
史
書
の

研
究
』 、

二

二

七

頁
参
照

。

（

12
）

　
『

祖
堂
集
』

巻
三

、

『

宋
高
僧
伝
』

巻
八

　
大
正
五

〇
巻
七

五

八

頁

　
　

中
。

（

13
）

　
同

右
。

（

14
）

　
大
正
五

〇
巻
七
五
八

頁
中

。

神
秀
は
、

弘
忍
が

示

寂
す
る
と

間
も

な

　
　
く

、

儀
鳳
中
（

六

七
六

−
八
）

に

荊
州
当
陽
山
玉
泉

寺
に

入
っ

て

こ

こ

　
　
に

名
籍
し

た

（

『

随
唐
仏

教
史
の

研
究
』

一

八

八

頁
）

と

さ

れ

る

か

ら

　
　
恐
ら
く
玉

泉
寺
時
代
の

神
秀
で

あ
ろ
う

。

（

15
）

　
『

景
徳
伝
録
灯
』

巻
五

　
大
正
五
一

巻
二

四
一

頁
上

−
中、

『

無
相
大

　
　

師
行
状
』

大
正

四
八

巻
三

九
七
頁
上、

『

仏
祖
統
紀
』

巻
十

　
大
正

四

　
　
九

巻
二

〇
二

頁
中

。

（

16
）

　
大
正

四
八

巻
三

九
四

頁
上

。

（

17
）

　
続
蔵
一

輯
二

編
乙
二
一

套
四

冊
三

〇
二

頁
左
上

。

（

18
）

　
続
蔵
一

輯
二

編
一

九
套
五

冊
四

五
二

頁
右
上

。

（

19
）

　
続
蔵
一

輯
二

編
乙
三

套
五

冊
四
五
五

頁
右
上

。

（

20
）

　
宋
淳
熙
六

（

一
一

八

九
）

年
刊

。

続
蔵
一

輯
五

編
乙

九
套
三

冊
二

三

　
　
六

頁
左
下

。

（

21
）

　
大
正
四
八

巻
三

五
七

頁
下

。

徳
異
本
『

壇
経
』

至

元
二

七

年
（

＝
一

　
　
九

〇
）

徳
異
校
訂
に

よ

っ

て

始
め

て

玄
覚
の

機
縁
が

載

せ

ら

れ

る
。

　
　
『

慧
能
研
究
』

三

五

九
頁
参
照

。

二

三

九
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唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

（

22
）

　
大
正
五

〇
巻
七
五

八

頁
上
−
中

。

（

23
）

　
大
正
五

〇
巻
七
五

八

頁
中

。

（

24
）

　
同

右
。

『

景
徳
伝
灯
録
』

巻
五
　
（

大
正
五
一

巻
二

四
一

頁
中
）

に

は

　
　
真
覚
大
師
と

号
し

た

と

さ
れ
る

。

（

25
）

　
『

景
徳
伝
灯
録
』

巻
五

　
大
正
五
一

巻
二

四
二

頁
中

。

（

26
）

　
『

宋
高
僧
伝
』

巻
八

　
大
正
五

〇
巻
七

五

八

頁
中

。

『

祖
堂
集
』

巻
三

　
　
で

は

三

九

歳
で

先
天
二

年
（

七

＝
二
）

十

月
十
七

日

寂
。

『

仏
祖

統
紀
』

　
　
巻
十
　
大
正
四

九
巻
二

〇
二

頁
中
で

は

先

天

元

年
（

七

＝
一
）

寂
。

　
　
『

仏
祖
歴

代
通
載
』

巻
十
三

　
大
正
四

九
巻
五
八

九

頁
上
で

は

開
元
二

　
　
年
（

七
一

四
）

十
月
十
七

日
寂

。

開
元

元
年
は

先
天
二

年
と

同

年、

十

　
　
二

月
を

も
っ

て

開
元
元

年
（

七

＝
二
）

と

す
る

。

（

27
）

　
近
年
の

二
、

三
の

研

究
の

要

旨
を

述
べ

る

な
ら
ば

、

e
『

証
道
歌
』

　
　
は

玄
覚
の

作
で

は

あ
り

得
な
い

と

し、

玄
覚
そ
の

も
の

の

存
在
を

も
疑

　
　
う
胡
適
博
士
の

説
。

『

胡
適
文
集
』

第
三

集
第
四

巻
。

⇔
こ

の

胡
適
博

　
　
士

の

説
に

真
向
か

ら
批

判
を
加

え
、

『

証
道
歌
』

は

玄
覚
の

作
で

あ
る

　
　
と

す
る

鈴
木
中
正

氏
の

説
。

「

永
嘉
玄
覚

『

証
道
歌
』

の

偽
撰

説
を

批

　
　
判
す
」

（

歴
史
学
研
究
一

〇
1

五
）

。

 
西

天
二

十
八

祖

説
の

成
立

時
期

　
　
を

考
慮
し

て
、

七

五

〇
1

八

〇
〇
年
の

間
に

於
い

て

も
『

証
道

歌
』

は

　
　
玄
覚
の

撰
と
せ

ら
れ
て

い

た
と

見
る

宇
井

伯
寿

博
士

の

説
。

『

第
二

禅

　
　
宗
史
研
究
』

二

七

九
頁

。

四
南
泉
普
願
門
下
の

招

賢

大

師
長

沙

景

岑

　
　
（

八

六
ニ

ー
八

七

三

年
の

間
に

寂
）

を

『

証
道
歌
』

の

作
者
と

す
る

楊

　
　
鴻
飛
氏
の

説
。

「

永
嘉
証
道
歌
の

年
代
及
び

そ
の

作
者
の
一

考
察
」

（

竜

　
　
谷
史
檀
五

四
）

等
で

あ
る

。

ま
た

敦
煌
本

「

禅
門
秘
要

決
」

に

つ

い

て

　
　
は

、

田

中
良
昭

氏
の

「

敦
煌
本
禅
門
秘
要
決
を
め

ぐ
る

諸
問
題
」

（

宗

　
　
学

研
究
六
）

が

あ
る

。

二

四

〇

（

28
）

　
大
正

四

九
巻
三

八

七

頁
下

。

（

29
）

　
島
地
大

等
著
『

天
台
教
学

史
』

第
三

編
趙
宋
天
台
史

第
二

章
趙
宋
天

　
　
台
復
興
の

事
情

、

　一

六
四

頁
参
照

。

（

30
）

　
続
蔵
一

輯
四
四

套
二

冊
一

七
四

頁
左
上

。

（

31
）

　
大
正

四

九
巻
二

〇
二

頁
中

−
下

。

（

32
）

　
続
蔵
一

輯
二

編
一

六

套
三

冊
二

〇
一

頁
左
上

。

拙
稿

「

『

禅
宗
永

嘉

　
　
集
』

と

『

永
嘉
禅
宗
集
註
』

」

（

駒
沢
大
学
大

学
院
仏
教

学
研
究
会
年
報

　
　
十
二
）

を

参
照
さ

れ

た
い

。

（

33
）

　
大
正
五
一

巻
二

四
一

頁

下
ー

二

四
二

頁
中

。

（

34
）

　
大
正
四

九

巻
五

八

九
頁
上

−
中

。

（

35
）

　
大
正
四

八

巻
三

九
一

頁

中
。

（

36
）

　
大
正

四
八

巻
三

九
一

頁

中
。

（

37
）

　
大
正
四

六

巻
二

五

頁
下、

大
正
四

六

巻
二

六

頁
中

。

（

38
）

　
「

是
以
三

諦
一

境、

法

身
之

理

恒
清

。

三

智
一

心
、

般
若
之
明

常
照

、

　
　
境
智
冥
合

、

解
説
之
応
随
機

、

非
縦
非
横

、

円

伊
之
道

玄
会、

故
知
三

　
　
徳
妙
性、

宛
爾
無
乖
」

（

大
正

四
八

巻
三

九
一

頁
中
）

。

（

39
）

　
「

第
二

出

其
観
体
者

、

祗
知
一

念
即
空
不
空

、

非
空

非
不

空
、

第
三

　
　
語
其
相
応

者
、

心

与
空
相
応

、

則
譏
毀
讃
誉、

何
憂
何
喜

、

身
与
空

相

　
　
応、

則
刀

割
香

塗
、

何
苦
何
楽、

依
報
与
空
相

応
、

則

施
与
劫
奪、

何

　
　
得
何

失、

心

与
空
不

空
相
応

、

則
愛
見
都
忘、

慈
悲
普
救

、

身
与
空
不

　
　
空
相
応

、

則

内
同
枯
木

、

外
現
威
儀

、

依
報

与
空
不
空

相
応、

則
永
絶

　
　
貧
求

、

資
財
給

済
、

心
与
空
不

空
非
空
非
不

空
相
応、

則
実
相
初
明

、

　
　
開
仏
知
見

、

身
与
空
不
空
非
空
非
不

空
相
応、

則
一

塵
入
正

受
、

諸
塵

　
　
三

昧
起

、

依
報
与
空
不
空
非
空
非
不

空
相
応、

則
香

台
宝
閣、

厳
土

化

　
　
生
」

（

大
正

四
八

巻
三

九
一

頁

中
ー
下
）

。

「

祗
知
一

念

即
空
不
空、

非
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空
非
不
空
」

と
い

う
の

は、

『

摩
訶
止
観
』

巻
一

下
に

「

舐
観
根
塵
相

　

対
一

念
心

起
、

能
生
所
生
無
不

即
空

、

（

中
略
）

祗
観
根
塵
一

念
心

起、

　
　
心
起
即
仮、

（

中
略
）

次
根
塵

相
、

　
一

念
心

起
即
空

即
仮

即
中
者

、

若

　
　

根
若
塵
並

是
法
界

、

並

是
畢
竟
空、

並

是
如
来
蔵

、

並
是

中
道
」

（

大

　
　
正
四

六

巻
八

頁
上

−
下
）

と

説
く
と
こ

ろ
の

如
く、

一

念
心
の

起
る

を

　
　
畢
竟
空
と

観
じ、

あ
る

い

は

仮
相
と

観
じ

、

あ
る

い

は

中

道
と
観
ず
る

　
　
と

い

う
天

台
の

三

観
思
想
に

通

ず
る

も
の

か
。

（

40
）

　
大
正

四
六

巻
三

七

頁
下

。

（

41
）

　
『

天
台
四
教

儀
』

（

大
正

四
六

巻
七
七

九
頁

中
ー
下
）

参
照

。

（

42
）

　
大
正

四
八

巻
三

九
→

頁
下

。

（

43
）

　
卍
蔵
三

三

套
七

冊

九
五

真
右
下

。

（

44
）

　
大
正

四
八

巻
三

九
三

頁
中

。

（

45
）

同
右

。

（

46
）

　
大
正
三

三

巻
六

八

二

頁
上

。

（

47
）

　
大
正
三

三

巻
七

〇
五

頁
上

。

（

48
）

　
鷲
阪
氏
前
掲
論
文
六

五

頁
参
照

。

ま
た

拙
稿
「

『

永
嘉
集
に

つ

い

て

　
　
の
一

試
論
」

（

宗
学
研
究
二

十
一

号
） 、

同

「

『

永
嘉
集
』

に

見
ら
れ
る

　
　
天

台
教
学
の

影

響
」

（

印
仏
研
二

八

−
一
）

を

参
照
さ
れ
た

い
。

（

49
）

　
大
正

四
八

巻
三

八

九

頁
中

。

（

50
）

　
『

達
摩
大
師
の

研
究
』

第
二

章
達
摩
大
師
撰

述
に

つ

い

て

の

諸

問
題

、

　
　
一

五
二

頁
参
照

。

（

51
）

　
「

初
期
禅
宗
史
と
心

性
の

問
題
」

十
一

頁
参
照

。

（

52
）

　
『

小
室
六

門
』

第
四

門
安
心

法

門
　
大
正
四
八

巻
三
七

〇

頁
中

。

（

53
）

同
右

。

（

54
）

　

大
正

八
五

巻
一

二

六

九
頁
上

−
中

。

唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

（

55
）

前
掲
書

、

一

八

六

頁
参
照

。

柳
田

聖
山
氏
は
「

絶
観
論
と

そ
の

時
代
」

　
　
（

東
方
学
報

、

昭
五

五
）

に

「

八

世

紀
の

中
ご

ろ、

ダ

ル

マ

を

初
祖
と

　
　

す
る

禅
の

運
動
が

洛
陽
よ

り

江
南
へ

と
ひ

ろ

が
っ

て

ゆ

く
に

つ

れ
て
、

　
　
そ
の

綱
要
書
が

も
と
め

ら
れ

る
。

当
初
は

あ
る

個
人
の

、

あ
る

派
の

秘

　
　

伝
の

書
で

あ
っ

た
六

祖
壇
経
や
絶
観
論
が

、

そ

の

要

求
に

応
じ
て
一

般

　
　
化
さ

れ
て

く
る

。

形
式

・

内
容
と

も
に、

伝

書
の

要

求
は
ふ

く
ら
む

。

　
　
ひ

ろ

が

り

は、

チ
ベ

ッ

ト

や

日
本
に

お
よ

ぶ
。

人
々

は
、

こ

の

本
に

ダ

　
　
ル

マ

の

宗
旨
を

も
と
め

、

さ

ま
ざ

ま
の

受
用
を

は

か

る
。

宗
密
の

空
見

　
　

批
判
も
そ
の
一

つ
、

南
泉
の

問
答
も
ま

た
そ
の
一

つ

で

あ
る

。

注
意
し

　
　
て

読
み

す
す
め

る
な

ら
、

こ

の

本
に

と

り
あ
げ

ら
れ
る
テ

ー

マ

は
、

何

　
　
ら
か

の

形
で、

す
べ

て

が

馬
祖
以

後
の

語
録
に

継

承
さ

れ
る

こ

と

が

判

　
　
る

。

」

（

三

九
〇
頁
）

と

述
べ

て

お

ら
れ
る

。

（

56
）

　
増
永

博
士

前
掲
論
文

、

二

四

頁
参
照

。

（

57
）

　
関
口

博
士

前
掲
書、

二

四

六
頁

以
降、

同

『

天
台
止

観
の

研
究
』

第

　
　
三

章
天
台
止

観
の

展
開
と

影

響
、

二

〇
六

頁
参
照

。

ま

た

柳

田

氏

の

　
　
「

北
宗

禅
の

思
想
」

（

花
園
大
学

禅
文
化
研
究
所
研
究
紀
要
六
）

が

あ

　
　
る

。

（

58
）

　
大
正
四

八

巻
三

三

八

頁

下
。

荷
沢
神
会
の

「

無
住
・

無
念
」

に

つ

い

　
　
て
は

、

鈴
木
大
拙
博
士

著

『

禅
思
想
史
研
究
第
二
』

（

全
集
第
二

巻
）

　
　
二

三

八

頁
以
降、

鈴

木
哲
雄
氏
稿
「

荷
沢

神
会
論
」

（

仏
教
史
学
十
四

　
　

−
四
）

等
参
照

。

（

59
）

　
拙
稿
「

北
宗
禅
に

於
け
る

無
心

と

離
心

に

つ

い

て
」

（

宗
学

研
究
二

　
　
十
二

号
）

、

同

「

『

観
心

論
の

思
想
と

特
質
に

つ

い

て
」

（

宗
学

研
究
二

　
　
十
三

号
）

、

同
「

北
宗
の

『

観
心

論
』

に

つ

い

て
」

（

宗
教
研
究
五

四

−

　
　
三

、

二

四
六

号
）

を

参
照
さ

れ
た
い

。

二

四
一
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唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

（

60
）

　
大
正
四

八

巻
三

八

九
頁
中

。

（

61
）

　
大
正
四
六

巻
二

一

頁

中
。

（

62
）

　
続
蔵
一

輯
一

四

套
三

冊
二

七
七

頁
左
上

。

（

63
）

　
「

息
無
能
息、

息
念
而
忘

、

忘
無

所
忘、

忘
無
所
忘、

塵
遣

非
対、

　
　

息
無
能
息、

念
滅
非
知、

知
滅
対
遺

、

一

向
冥

寂
、

闃
爾
無
寄、

妙
性

　
　
天
然
」

（

大
正
四

八

巻
三
八

九

頁
中
）

，

（

64
）

　
大
正
四
八

巻
三
八
一

頁
中

。

（

65
）

　
大
正
八

五

巻

＝
一
八
二

頁
上

。

（

66
）

　
柳
田

氏

稿
「

北
宗
禅
の

研
究
」

に

は

「

第
三

句
に

「

心

を
忘
ず
る
」

　
　
こ

と

を
い

う
の

は
、

先
の

心

不

起
で

あ
る

。

す
べ

て

が
、

こ

れ
で
一

貫

　
　
さ

れ
て

い

る
と

見
て

よ

い
。

偈
の

あ
と
に

も
さ

ら
に

約
二

十
六

句
ぽ
か

　
　
り

つ

づ

い

て
、

さ

い

ご

に

「

大
乗
に

十
有
る

也
」

で

こ

の

文
書
は

終

　
　
る

。

標
題
に

み

ず
か

ら
北

宗
と

名
乗
る

の

は
、

先
に

い

う
よ

う
に

か

な

　
　
り

後
期
の

も
の

で

あ
る

証
拠

だ
が、

こ

こ

に

も
な
お
心

不

起
の

立

場
が

　
　
堅
持

さ

れ
て

い

る

こ

と

は

注
目
に

価
す
る

。

神
会
の

攻
撃
を

受
け
る

所

　
　

以
で

あ
る

。

」

と

述
べ

て

お

ら
れ

る
。

ま

た

書
誌
的
研
究
に

は、

中
田

　
　
万
善
氏
の

「

敦
煌
出
土

文
献
『

大

乗
北
宗
論
』

及
び

『

観
心

論
』

に

つ

　
　
い

て

e
」

（

宗
学
研
究
十
）

が

あ
る

が、

そ
こ

で

は

「

大
乗
有
十
地
」

　
　
の

後
に、

大
正

蔵
八
五

巻
に

は

未
収
録
の

部
分
が

あ
る

と

さ
れ
る

。

（

67
）

　
『

二

入
四

行
論
』

曇
林
序
に

は

「

忘
心

之
士

、

莫
不
帰
信、

取
相
存

　
　

見
之、

流
乃
生
譏
謗
」

と

も
い

う
。

尚
、

「

忘
」

「

無
心
」

に

つ

い

て
、

　

老
荘

思
想
と

禅
宗
と

の

比
較
を
論
じ

た

も
の

と

し

て

は

吉
岡

義
豊
著

　
　
『

道
教
と

仏
教
』

第
三

巻
第
四

章
道
教
の

守
一

思
想
二

八

五

頁
福
永
光

　
　

司
氏

稿
「

禅
の

無
心
と

老
荘
の

無
心
」

（

『

禅
の

本
質
と

人
間
の

真
理
』

　
　

七
二

五

頁
）

、

村
上

嘉
実
氏
稿
「

老
荘
の

自
然
と

禅
」

（

同
書
六

九
七

頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

四
二

　
　
等
が

あ
る

。

ま

た

禅
と

儒
教

、

老
荘
と
の

思
想
的

関
連
に

つ

い

て
、

「

所

　
　
謂
禅
宗
的
特
色

、

即
是
中
国
仏
教
的
特
色、

也
是

深
受
中
国
文

化
背
景

　
　
影
響
下
的

特
色

。

中
国

文
化
的
背
景、

総
合
言

之
、

乃
是
以

儒
家
及

道

　
　
家
的
思
想
為
両

條
主

流
。

儒
家
注
重
大
与
人
之
間

的
倫
常
関
係

和
社
会

　
　
関
係、

道
家
重
視
個
人
与
自
然
界
之
間

的
調
和
与

統
一

。

儒
家
的
勃
起

　
　
与
活
動

、

大
多
在
気
候
厳
粛
的
黄
河
以

北
地
区

、

道
家
的

揺
籃
是
在
中

　
　
国
南
方

、

気

候
温
和、

具
有
山
川
的
美
景
及
豊

饒
的
物
産

。

（

中
略
）

　
　
禅
宗、

就
是

要
設
法
適
応
中
国
這

両
種

不
同
的
人

文
環
境、

才
産
生
了

　
　
嶄
新
的
仏
教

面
目

。

（

中

略
）

仏
教
到
了

中
国

、

為
了
順

応
儒
家
所

注

　
　
重
的
倫
常

関
係
与
道
家
放

任
自
然

、

便
以

戒
律
精
神
来
配

合
儒
家
的

道

　
　
徳
生
活

、

復
以

空
定
与

智
慧
的
内
容、

誘
導
道
家
的
自
然
主

然
。

」

（

釈

　
　
聖

厳
「

中
国
仏
教
的
特

色
−
禅
与
禅
宗
」 、

華−
岡

仏
学
学
報
第
四

期
一

　
　
一

頁
）

と
い

う

意
見
が

あ
る

。

（

68
）

　
『

永
嘉
集
』

窘
摩
他
頌

第
四
に

戒
定
慧
の

三
学

を

解
釈
し
て
、

戒
に

　
　
摂
律
儀
戒、

摂
善
法
戒

、

饒
益

有
情
戒、

定
に

安

住
定、

引
起

定、

弁

　
　

事
定

、

慧
に

人
空
慧

、

法
空

慧
、

空
空
慧
の

各
々

三

種
が

あ

る

と

す

　
　
る

が
、

北
宗
禅
の

文
献
中
に

六

波

羅
蜜
を

解
釈
し

て

「

戒
有
三

、

〈
摂

　
　

衆
生

、

摂
善
法、

摂
律
儀
〉、

離
心

摂
衆
生

〈
化
〉

、

離
色

摂
散

善

　
　

〈
報

〉、

倶
離
得
一

切

律
待
儀
〈
法
〉

。

（

中
略
）

禅
有
三、

〈
安
住

　
　

静
慮、

弁
事
静
慮

、

引
発
静
慮
〉、

離
心

得
安
住

、

離
色
得
引
発、

倶

　
　

離
得
弁
事

。

恵

有
三、

〈
生
空
無

分
別
恵、

法
空

無
分
別
恵、

倶
空
無

　
　

分
別
恵
V

、

離
心

得
生

空
無
分
別
恵、

離
色
得
次

、

倶
離
得
下

、

常
依

　
　

此
三

修
行

。

」

（

『

鈴
木
大
拙
全
集
』

第
三

巻、

＝
ハ

五

頁、

『

禅
宗
史
研

　
　

究
』

五
一

四

頁
所
収
）

と

い

う
。

も
し

、

こ

の

北
宗
の

文
献
が、

字
井

　
　

博
士

の

言
わ

れ
る

通
り

大

中

元

〈
八

四

七

〉

年

（

鈴
木
博
士

は

貞
元
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三

く
七
八

七
V
年
と

す
る
）

頃
ま
で

に

成
立
し

て

い

た
と

す

る

な

ら

　
　

ば
、

玄
覚
の

生
存
し

た

七

世
紀
前
後
よ

り
、

定
を

安
住、

弁
事、

引

発

　
　
（

起
） 、

慧
を

生
（

人
）

空
、

法
空

、

倶

（

空
）

空
の

三

種
の

分
類
法

　
　
が

通
用
し
て

い

た

の

で

あ

ろ

う

か
。

『

成

唯
識
論
』

巻
九
　
大
正
三

　
　
一

巻
五
一

頁
参
照

。

「

施

有
三

種
。

謂

財
施
無
畏
施
法
施

。

戒
有
三

種
。

　
　
謂
律
義
戒
摂
善
戒
饒
益
有
情
戒

。

忍
有
三

種
。

謂
耐
怨

害
忍
安
受
苦
忍

　
　

諦
察
法

忍
。

精
進
有
三

種
。

謂
被
甲
精
進
摂
善
精
進
利
楽
精
進

。

静
慮

　
　

有
三

種
。

謂
安
住
静
慮
引
発
静
慮
弁
事
静
慮

。

般

若
有
三

種
。

謂
生

空

　
　
無
分
別

慧
法
空

無
分
別
慧
倶
空
無
分
別
慧

。

云
々

。

」

（

69
）

　
大
正
四

八

巻
三
九

〇
頁
上
−

下
。

（

70
）

　
『

法
華
玄
義
』

巻
八
下

（

大
正
三

三

巻
七
八

三

頁
中
） 、

『

観
音
玄
義
』

　
　
巻
下

（

大
正
三

四

巻
八

九
〇
頁

下
）

等
に

見
ら
れ
る

。

（

71
）

　
天

台
学
報
二
一
、

九
八

頁
以

降
参
照

。

（

72
）

　
『

天
台
止
観
の

研
究
』

第
三

章
天
台
止

観
の

展

開
と

影
響、

｝

八

五

　
　
頁
以

降
参
照

。
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唐
代
初
期
の

禅
観
思
想
（

仙
石
）

二

四
三


